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リフレッシュトークン取得手順
YouTubeアップローダーで使用するGoogleアカウントごとのトークンを取得します。

リフレッシュトークン取得マニュアル

対象アカウントでログインして、認証URLからrefresh_tokenを発行する

トークン文字列は機密情報です。チャットやメールに貼る場合は送信先を必ず確認してください。
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事前確認: 対象アカウントを確認する
どの案件をどのGoogleアカウントで発行するかを先に決めておきます。

リフレッシュトークン取得マニュアル

確認するもの

案件名

YouTubeチャンネルを管理しているGoogleアカウント

OAuth同意画面のテストユーザーに入っているか

403 access_denied が出たら

そのGoogleアカウントがテストユーザーに未登録の可能性
があります。

管理者にアカウントを追加してもらってから再実行します。

パスワード共有は不要です。本人が対象Googleアカウントでログインし、この手順でトークンを発行すればOKです。
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認証URLを開く
「リフレッシュトークン発行」シートに表示されている認証URLをクリックして開きます。

リフレッシュトークン取得マニュアル

この認証URLを開く

1. リフレッシュトークン発
行シートを開く 
2. 認証URL欄のURLをク
リック 
3. Google認証画面へ進む
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対象のGoogleアカウントを選択する
案件のYouTubeチャンネルを管理しているGoogleアカウントを選んでください。

リフレッシュトークン取得マニュアル

対象アカウントをクリック

ここで選ぶアカウント
が、発行されるトーク
ンの持ち主になりま
す。

違うアカウントで発行すると、別チャンネルへ投稿される原因になります。
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未確認アプリ画面は「続行」で進む
テスト中アプリのため警告が出る場合があります。許可されたアカウントなら進めます。

リフレッシュトークン取得マニュアル

詳細 続行

1. 「詳細」をクリック 2. 「続行」をクリック
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権限をすべて選択して続行する
Drive / YouTube / Sheets の権限が必要です。チェックが入っていることを確認します。

リフレッシュトークン取得マニュアル

すべてチェック

続行をクリック

チェックが外れている権限
があると、投稿やアウト
プット書き込みで失敗しま
す。

Google Sheets API / YouTube / Drive を使うため、この画面ではすべて許可してください。
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refresh_token の値だけコピーする
OAuth Result画面が表示されたら、refresh_token の右側にある文字列をコピーします。

リフレッシュトークン取得マニュアル

refresh_token の値をコピー

access_token ではなく refresh_token をコピーします。文字列はかなり長いので、途中で切れないように注意してください。



YouTube uploader

08
取得したトークンをグループに送信する
発行した refresh_token を指定のグループへ送信してください。

リフレッシュトークン取得マニュアル

送信する内容

対象案件名

取得した refresh_token

グループに 
送信する
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対象スプレッドシート
この手順で使用するスプレッドシートです。

リフレッシュトークン取得マニュアル

スプレッドシートURL

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1naJ2wVGnf9P259TnlwKC7EHI00-b1wWAWptcx5q9lkI/edit?
gid=2092713538#gid=2092713538

トークン発行時に使用するスプレッドシートです。取得後はグループへ送信してください。


